
キーメッセージ

	 このような場合、消化の良いタンパク質、脂質、炭水化物で構成された食事
を与えながら、食物繊維を増やすことが栄養面での重要なポイントになりま
す。		

	 食物繊維の増加は、便の粘性に影響を与え、大腸の運動を正常化
し、SCFA	産生を改善します。	

	 消化の良い主要栄養素は、大腸の炎症を抑え、消化不良を防ぐのに役立
ちます。

	 食物繊維反応性大腸炎や大腸性下痢の犬のほとんどは、水溶性食物繊維 
	（発酵性）と不溶性食物繊維（発酵しにくい性質）の組み合わせが有効 
です。1–5,8 

	 食物繊維は水溶性および発酵性に分類できます。7,9 

	 水溶性でゲル状の食物繊維は、大量の水分を吸着し、便の粘性を改善
し、正常な大腸の運動をサポートます。	

	 水溶性繊維は微生物叢により代謝されます。微生物叢は、大腸細胞がエネルギーとして使用する	SCFA	を生成し、
同時に大腸内容物の	pH	を下げ、毒素の吸収を減少させ、病原性細菌の増殖を抑制する可能性があります。

消化器系疾患

犬の繊維反応性
腸炎と大腸性下痢

大腸炎と特発性大腸性下痢は、軟便から液状の便に粘液や鮮紅色を伴うことが多く、テネスムス、排便回数の増加や緊
急性が特徴です。1–5	大腸炎は急性または慢性で、断続的または持続的な下痢を伴うことがあります。

食事介入の目標は、犬の栄養要件を満たしながら、臨床症状を軽減または除去することです。		

（次のページに続く)

治療のための栄養

細菌発酵によって	生成された
短鎖脂肪酸（SCFA）の約	95
～99	%は、大腸で速やかに	吸
収され	、大腸細胞が	エネルギ
ー源として利用します。6	SCFA	
はまた水分と電解質吸収を	助
けます。7	

ご存じでしたか？

犬の食物繊維反応性下痢は、主に結腸が影響を受ける
炎症性（例：大腸炎）または非炎症性（例：慢性特発性
大腸下痢）の症状があり、食物繊維を食事に加えると
臨床的に改善されることがあります。1–3
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Purina	Institute	は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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キーメッセージ（続き）

	 不溶性食物繊維は、便の量を増加し腸の運動を改善し、通過時間を正常化するとともに、水分を結合して硬い便を
形成します。	

	 不溶性食物繊維は、吸収されなかった胆汁酸や微生物の毒素と結合し、大腸粘膜を損傷から保護する働きがあり 
ます。	

	 食物繊維反応性下痢の犬に有益となる他の栄養戦略には、プレバイオティクス、プロバイオティクスまたはシンバイオ
ティクスがあります。	

	 大腸の細菌により発酵される水溶性食物繊維であるプレバイオティクスは、有益な細菌数の回復、短鎖脂肪酸の
生産の修復、腸管内腔の	pH	の低下に役立ちます。	

	 プロバイオティクスのサプリメント、特に免疫調整作用や抗炎症作用を持つものは、腸内細菌叢や腸の健康に有益
な影響を与えることができます。	

	 プロバイオティクスとプレバイオティクスをブレンドしたシンバイオティクスは、腸の健康に対して補完的または相
乗的効果をもたらす可能性があります。補完的な組み合わせでは、プレバイオティクスとプロバイオティクスは独立
した作用機構と利点を持ちます。10  

	 食物繊維やプロバイオティクスを増加しても反応しない犬には、加水分解タンパク質や新規タンパク質の食事を検討
する必要があります。11 


